
＜ＣＡＰプログラムについて＞

１.ＣＡＰプログラムとは

Ｃhild Ａssault Ｐrevention（子どもへの暴力防止）の略で、子どもた

ちがいじめ、誘拐、虐待、痴漢、性暴力といった様々な暴力から自分を守るた

めの教育プログラムのことを言う。ワークショップ（参加型学習）の形をとっ

ており、知識を中心に教え込む従来の学習形態と異なり、参加者が自ら考え、

意見を述べ、ロールプレイ（役割劇）に加わるやり方で進める。

１９７８年にアメリカ・オハイオ州のコロンバスにあるレイプ救援センター

で開発され、女性のための性暴力防止プログラムを、子ども防止の暴力防止プ

ログラムとして応用発展させて作られた。日本には１９８５年に紹介され、各

地に広まっている。

２．ワークショップの内容

ワークショップには「子どもワークショップ」と「大人ワークショップ｣が

ある。「子どもワークショップ」では、例えば、暴力を受けるロールプレイを

演じ、その後子どもたちと意見を交わしながら防止方法を考えるなど、普段あ

まり聞いたり話したりすることのない暴力という話題に子ども達が楽しみなが

ら参加できるようにしており、また「大人ワークショップ」では講演会やセミ

ナーの形などをとりながら、子ども達の安全な暮らしのために大人ができるこ

と、子ども達をどのようにサポートするかを具体的に提案している。

３.現状

日本ではＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮが１９９８年に設立され、全国のＣＡ

Ｐグループの支援とネットワークの推進を行っており、実際にＣＡＰワークシ

ョップを依頼するときは、まずＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮに連絡し、グルー

プを紹介してもらう。また、２００５年７月現在、日本全国にＣＡＰを行うグ

ループは１４０以上あり、活動を行っている。
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